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※ 過去のニュ ース レ タ ー「 かけはし 」 は、 弊社ホームページから ご覧頂けま す。

わたし たちは、 たく さ んの“あり がと う ”を集め、 日本の中小企業を元気にし ま す！

夏祭りの思い出

・ 源泉所得税の特例納付 ・ ・ ・ ７ /１ ０ ( 木) まで

・ 社会保険の算定基礎届 ・ ・ ・ ７ /１ ０ ( 木) まで

・ 労働保険の申告・ 納付 ・ ・ ・ ７ /１ ０ ( 木) まで

・ 所得税の予定納税額納付 ・ ・ ・ ７ /３ １ ( 木) ま で

・ ビジネス プラ ンプレミ アム講演会・ ・ ・ ９ /８ （ 月）

お休みカレ ンダー
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ビジネスプランの仲間たち

今回のテーマは・・・

初夏の高津川





相手がこ ちら の思い通り に変わってく れない、 動いてく れないこ と に悩み、 苦し んでいる 人は多いと

思いま す。

と り わけ指導者の立場にある 人は、 何度言っても 社員や部下や生徒の行動が変わら ず、 胃に穴が空く

よ う な思いを さ れている かも し れま せん。 責任感の強い人ほど そう いう 傾向にある でし ょ う 。

ただ私は、 そも そも 他人は変えら れないし 、 相手が変わら ないのは自分の責任ではないと 考えていま

す。 も し も 他人が変わったと すれば、 それは自分が変えた訳ではなく 、 その人が変わり たいよ う に変

わっ ている だけ。 自分の成果ではあり ま せん。 たま に、 人が変わる こ と にやり がいを感じ ている 指導

者も いら っし ゃいま すが、 それだと 、 相手が変わら ないと し んどく なってし ま いま すよ ね。

ですので誰かを変えよ う と する こ と は手放し て、 苦し みから 逃れた方がよ い。 無責任だと 思われる か

も し れま せんが、 そこ に執着する 方が精神衛生上よ ろし く ないでし ょ う 。

では、 指導者の責任はどこ にある のか？その本質は、 相手を変えよ う と 頑張る のではなく 、 自分を変

えよ う と 頑張る こ と です。 多く の場合、 自分はいつも と 同じ のま ま で相手を変えよ う と する 瞬間から 、

苦し みが始ま り ま す。

し たがって、 と にかく 自分が変わる こ と にフ ォ ーカス する 。 それを楽し みながら でき ればベス ト です。

例えば、 いま ま で自分から 挨拶し ない人が挨拶する よ う になったら 、 相手はそれに反応し ま すよ ね。

も ちろんよ い反応をし てく れる と は限り ま せんが、 何かし ら の反応はある はず。 こ れは人間が変化に

反応する 動物だから であっ て、 自分が変われば、 それに反応し て周り の人も 変わる のです。

そう やって自分が変わった時の相手の反応を楽し むよ う な感覚で、 自分を変えていける と よ いのでは

ないでし ょ う か。 社内においても 、 ある 日、 経営理念やビジョ ンを掲げら れ、 「 こ の通り に行動し な

さ い」 「 あなたが変わり なさ い」 と 経営者から 強く 言われる ほど、 変えら れる 社員の側には抵抗感が

生ま れ、 かたく なに行動を 変えないなんてこ と はよ く 聞く 話です。 経営者が熱く なればなる ほど社員

が引いたり 冷ややかになる と すれば、 残念なこ と だと 思いま す。

その場合、 ま ずは経営者自身が経営理念やビジョ ンに沿った行動をと る よ う に、 自分を 変え続ける し

かあり ま せん。 積極的に自分を変えていき たいも のです。

自ら が変わり 、 相手の反応を楽し む

以前、 サッ カー部に入っている 小学生の甥っ子にリ フ ティ ングを教える 機会があり ま し た。 「 リ フ

ティ ングが100回でき る よ う になる 」 と いう 宿題を監督から 出さ れたも のの、 18回し かでき ずに困っ

ている と のこ と です。

一応、 私は中高と サッ カー部でし たし 、 いま でも 、 かろう じ てリ フ ティ ング100回く ら いはでき ま す

ので、 こ れなら 教えら れる と 思っていたのですが・ ・ 。 実際には自分で実演はでき ても 、 そのコ ツを

小学生にも 伝わる よ う に言語化し たり 、 理論立てて説明し たり する のが難し く 、 本人ができ る よ う に

なる ま でには至り ま せんでし た。 伯父さ ん、 役に立たず。

おそら く 似たよ う な経験は、 誰にでも ある のではないでし ょ う か？

例えば逆上がり ができ る のと 、 他の人が逆上がり でき る よ う に伝える のと はま っ たく 別ですよ ね。 自

分では感覚を掴んでいても 、 それを分かり やすく 伝え、 かつ、 相手ができ る よ う にする のはけっこ う

悩ま し いはず。 なんと なく の感覚で掴んでいる こ と は、 なんと なく でし か説明でき ないから です。 中

には上手く 言語化ができ ず、 「 気合いが足り ないんだ！」 と なる 人も いる かも し れま せんね。

「 他の人に教える 」 の壁に挑む
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「 あの人はすごい」 「 あの会社はすごい」 、 そんな言葉を耳にする こ と があり ま す。

おそら く ほと んど の場合、 それは、 成績、 学歴、 資格、 業績、 社歴、 規模など の「 結果」 に対する も

のです。 なぜなら 私たちは、 親や先生や上司から 、 よ い結果を出し た時に「 すごいね」 と いって褒め

ら れてき たから 。 「 結果を 出せば、 すごいと 言われる 」 が染みついており 、 他者に対し ても そう いう

見方になる のです。

逆に、 結果を 出し てなければ「 たいし たこ と ない、 恥ずかし い、 ダメ 」 などと 認識する よ う になり ま

す。 そし てその認識に囚われすぎる と 、 年齢を重ね、 求めら れる ハード ルが高く なる ほど結果に対す

る プレ ッ シャ ーが増し 、 失敗に対する 恐怖心から 動けなく なってし ま う かも し れま せん。 行動し なけ

れば現実は何も 変わら ず、 ま すま す結果から は遠のいていく ため、 ま さ に悪循環です。

そこ で、 「 すごい」 と いう 言葉の対象を「 結果」 から 「 挑戦」 に変えてみてはど う でし ょ う か。 新し

いこ と に本気で挑戦し た人に対し て「 すごい！」 と 口にする のです。 も し 仮に親や先生や上司が、 結

果を ど う こ う 言う よ り も 挑戦自体を 「 すごいね」 と 褒める よ う になれば、 き っ と その人は、 行動を起

こ し て挑むこ と に対する 抵抗がなく なる と 思いま す。 「 挑戦すれば、 すごいと 言われる 」 訳ですから 。

それが会社組織の場合、 失敗への恐怖心が薄ま り 、 挑戦する 社風が生み出せる でし ょ う 。 ぬる ま 湯組

織にし ないためにも 、 大事な試みだと 思っていま す。

その上で重要なのは、 影響力の大き い経営者やリ ーダーが社員（ or  メ ンバー） の挑戦を褒め、 かつ、

自ら も 新たな挑戦をし 続ける こ と です。 経営者やリ ーダーには、 挑戦する 責任がある と いっ ても よ い

かも し れま せんね。 私自身、 「 すごい」 の対象を「 挑戦」 に定め、 こ れから も 行動し て参り ま す。

「 すごい」 の対象は、 「 結果」 ではなく 「 挑戦」

ただそこ で精神論へ逃げる こ と なく 、 相手ができ る ま で伝える 努力をし 続ければ、 実は、 なによ り も

伝えている 本人の成長につながり ま す。 と いう のも 例えば逆上がり であれば、 「 自分はどう いう 順番

で、 何を意識し ながら 回転し ている のだろう ？」 と 自分を客観視でき たり 、 いま ま で曖昧だっ たこ と

が明確になったり 、 人に話し ている 内に自分で気付く こ と があったり する から です。

つま り 根気強く 、 かつ、 工夫し ながら やり 続けていれば、 人に教える と いう のは教わる 側はも ちろん

のこ と 、 教える 側にと っても 学びや気付き の宝庫なのです。

こ のこ と は、 学習方法と その学習内容の定着率の関係を図で表し た「 ラ ーニングピラ ミ ッ ド 」 におい

て、 「 他の人に教える 」 の学習定着率が90％と 最も 高いこ と から も よ く 分かり ま す。 その次が「 自ら

体験する 」 の75％ですが、 個人的には「 自ら 体験する 」 と 「 他の人に教える 」 と の間には、 厚い壁が

ある と 感じ ま す。 他人には教えず、 なんと なく の体験のま ま 自分の中にと ど めた方が楽ですし 。

と はいえ、 仕事をする 上では誰し も がその道のプロ フ ェ ッ ショ ナルであり 、 本来、 「 教育者」 と し て

の側面も 持っている はず。 楽だから と いって教える こ と に手を抜く のは、 プロ と は呼べま せん。

し たがって私自身、 こ れから も プロ と し て成長する ために、 「 他の人に教える 」 （ ＝社員やお客様が

でき る よ う に伝える ） の壁に挑み続けていこ う と 思った次第。

最終的に、 甥っ子に対し て「 リ フティ ング100回を 目指し て努力し たこ と は、 決し て無駄にはなら な

いよ 」 と 精神論で終わってし ま った自ら を反省し つつ（ 汗） 、 そんなこ と を考えま し た。

＊ももくりメルマガのご案内

かけはしに掲載しているような内容の記事を、毎週、無料のメールマガジンでお届けしています。ご登録は、

お名前とメールアドレスを入力するだけです。たまにセミナーやイベントのご案内もしていますので、よろし

ければこちらからご登録下さい。（登録解除も簡単にできます）
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